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c (70時85)が含まれていたc 本研究において、その類縁体である MCT-CYCが実際にブタ心臓より精製され、
その存在が示されたことから、著者の新しい手法が多くの好中球活性化ペプチドを鰐羅的に同定するための
有力な方法となることが明らかとなった。以上のように、著者は新規好中球活性化ペプチド MCT-l、MCT-
CYCの発見により、好中球の関わる炎症発症機構の解明やその治療法の確立に役立つ知見を開拓したと判断
される。
平成 24年 1月24日、学位論文審査委員会において、審査員全員の出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。
よって、著者は博士(学術)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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